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 17. 兒玉吏弘，髻谷　満，江口瑠美，河戸誠司，平山晃介，白井　亮，増田有希子，千住秀明：慢性期頸髄損傷者の術
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 18. 岩永桃子，鶴崎俊哉，北川知佳，栗田健介，宮本直美，千住秀明：吸気圧抵抗下における頸部呼吸補助筋の筋電図
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の影響．理学療法学　学会特別号33（2）：355, 2006
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 38. 沖田　実，井上貴行，日比野　至，坂本淳哉，中野治郎，鈴木重行：関節固定後のラットヒラメ筋のコラーゲン線
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（1）：24, 2006
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を用いて－．理学療法の医学的基礎 10（1）：12, 2006
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 44. 平田恭子，永瀬慎介，鶴崎俊哉，浜本寿治，上野尚子：漸増的筋収縮時のWavelet変換について－リクルートメン
トとインパルス発射頻度の観点より－．理学療法の医学的基礎 10（1）：15, 2006

 45. 永瀬慎介，平田恭子，鶴崎俊哉，浜本寿治，上野尚子：Wavelet変換による筋活動評価－筋線維組成と周波数変化
の視点から－．理学療法の医学的基礎 10（1）：16, 2006

 46. 林田真一郎，鶴崎俊哉，安東大輔，松山　裕：表面筋電図周波数解析の再現性についての検討．理学療法の医学的
基礎 10（1）：17, 2006

 47. 鶴崎俊哉，西村仁美，志谷佳久，梶木美絵：表面筋電信号を利用した関節トルクの推定と分解－周波数成分を用い
た補正－．理学療法の医学的基礎 10（1）：18, 2006

 48. 志谷佳久，西村仁美，梶木美絵，鶴崎俊哉：表面筋電信号を利用した関節トルクの推定と分解－同時収縮を用いて－．
理学療法の医学的基礎 10（1）：19, 2006

 49. 岩永桃子，鶴崎俊哉，北川知佳，栗田健介，宮本直美，千住秀明：吸気圧抵抗下における頚部呼吸補助筋の筋電図
周波数分析．理学療法学 33（Suppl 2）：258, 2006

 50. 林田真一郎，鶴崎俊哉，安東大輔，松山　裕，上野尚子，永瀬慎介，浜本寿冶，平田恭子：表面筋電図周波数解析
の再現性についての検討．理学療法学 33：376, 2006

 51. 永瀬慎介，平田恭子，鶴崎俊哉，浜本寿治，上野尚子：筋線維組成と表面筋電図周波数の関連．理学療法学 33（Suppl 
2）：377, 2006

 52. 上野尚子，浜本寿治，鶴崎俊哉，永瀬慎介，平田恭子：MakeテストBreakテストにおけるトルクと周波数の解析－
Wavelet変換による解析を用いて－．理学療法学 33（Suppl 2）：378, 2006

 53. 松坂誠應：介護予防と地域リハビリテーションの今後．【地域リハビリテーションの流れ】地域リハビリテーショ
ン 1（1）：48-51, 2006

 54. 松坂誠應，林　拓男：介入効果の予測が可能な問診による転倒ハイリスク者のスクリーニング．リハビリテーショ
ン医学 43（Supplement）：S255, 2006

 55. 松坂誠應，林　拓男：在宅虚弱～要介護高齢者に対する転倒予防プログラムの検討（第4報）保健師によるアプロー
チ．リハビリテーション医学 43（Supplement）：S257, 2006

 56. 中原和美，田上真二：メンタルヘルスおよびストレッサーへの反応転移傾向の性差について．リハビリテーション
教育研究11：81-83, 2006

 57. 中原和美：筋力向上トレーニング事業効果判定方法の検討．理学療法学33（Suppl2）：523, 2006
 58. 中原和美：高齢者市民サポーターの介護予防事業参加動機について．リハビリテーション・ケア　合同研究大会青

森2006抄録誌 13, 2006

B-c

 1. 加藤克知：パラカス－ナスカの頭部に残された3つの謎．（島田　泉，馬場悠男，篠田謙一，小野雅弘（編）：世界遺
産ナスカ展 地上絵の創造者たち，TBS，東京，pp. 190-196 所収）2006

 2. 江口勝美，折口智樹：悪性関節リウマチ．（住田孝之（編）：EXPERT膠原病・リウマチ改訂第2版 , 診断と治療社，
東京，pp. 218-227 所収）2006

 3. 坂井孝行，折口智樹，中野治郎，西郷峻資：関節固定による筋障害メカニズムについて－サイトカインとタンパク
質分解酵素に着目して－．第17回長崎県理学療法士会学会（抄録集）：13, 2006

 4. 千住秀明 :リハビリテーションと運動療法．（谷本普一（編）在宅酸素療法　改訂第2版，克誠堂出版，東京，pp. 
104-113 所収）2006

 5. 千住秀明：リハビリテーション医学と様々な医療専門職　チーム医療の中心は患者　より良い専門施設を選ぼう．
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（町　淳二，宮城征四郎（編）日米比較に学ぶ「国民主役」医療への道．日本医療企画，東京，pp. 161-168 所収）2006

B-d

 1. 加藤克知：頭骨から探るパラカス－ナスカの風習．国立科学博物館ニュース　第443号，国立科学博物館，東京，
pp.12-13, 2006

 2. 折口智樹，沖田　実，坂本淳哉，坂井孝行，中野治郎，吉村俊朗，川上　純，江口勝美：廃用性萎縮筋におけるタ
ンパク分解酵素発現の持続的他動運動による抑制．保健学研究 19（1）：7-11, 2006

 3. 坂本淳哉，沖田　実，中野治郎，荒木景子，片岡英樹：筋萎縮 ,ならびに拘縮に対する超音波療法の効果に関する
実験的研究．平成15年度理学療法奨励基礎研究報告．（社）日本理学療法士協会．理学療法学 33（1）：44, 2006

 4. 折口智樹，沖田　実，坂本淳哉，坂井孝行，中野治郎，吉村俊朗，川上　純，江口勝美：廃用性筋萎縮におけるタ
ンパク質分解酵素発現の持続的他動運動による抑制．保健学研究 19（1）：7-11, 2006

 5. 松坂誠應，浜村明徳：地域におけるリハビリテーションの実態とリハビリテーション手法・評価方法及び提供体制
について．平成17年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金報告書．日本公衆衛生協会 , 2006

 6. 松坂誠應，安藤隆一，井戸裕彦，井上加奈子，浦川純二，大木田治夫，大久保篤史，小泉徹児，清水章宏，田中成和，
濱中博之，田平隆行：高次脳機能障害者支援対策検討事業実態調査報告書．長崎県 , 2006

原著論文数一覧

A–a A–b A–c A–d 合計 SCI B–a B–b B–c B–d 合計 総計
2006 13 7 1 0 21 11 12 58 5 6 81 102

学会発表数一覧

A–a
A–b

合計 B–a
B–b

合計 総計
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

2006 0 0 7 7 0 6 59 65 72

原著論文総数に係る教員生産係数一覧

欧文論文総数
論文総数

教員生産係数
（欧文論文）

SCI掲載論文数
欧文論文総数 

教員生産係数
（SCI掲載論文）

2006 0.206 2.1 0.524 1.1

Impact factor値一覧

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2006 33.577 3.358 3.052


